
「もよりもよう」バックナンバーはホームページに掲載しております

キ
タ
ミ
ソ
ウ
と
い
う
植
物
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
ち
ょ
っ
と
し
た
図
鑑
に

は
載
っ
て
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
川

や
池
の
水
辺
に
生
育
す
る
５
〜
６
m
の

植
物
で
花
は
２
〜
３
@
の
大
き
さ
で
す
。

名
前
の
と
お
り
北
海
道
の
北
見
市
で
発

見
、
命
名
さ
れ
ま
し
た
が
既
に
絶
滅
、

九
州
熊
本
で
発
見
さ
れ
る
も
今
は
見
ら

れ
ず
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
絶

滅
危
惧
ø
Ａ
ク
ラ
ス
に
分
類
さ
れ
る
と

い
う
超
希
少
植
物
で
す
。

実
は
こ
の
植
物
、
埼
玉
で
は
岩
槻
、

越
谷
、
行
田
で
発
見
さ
れ
、
妻
沼
、
熊

谷
で
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
の
と
こ

ろ
日
本
中
で
埼
玉
で
し
か
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
状
態
で
す
。

夏
の
暑
さ
を
水
底
で
耐
え
、
冬
、
水

位
が
下
が
る
と
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
11

月
〜
３
月
が
見
頃
で
し
ょ
う
か
。
稲
作

に
お
け
る
水
の
管
理
に
う
ま
く
適
合
し

生
き
残
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

顔
を
地
面
に
近
づ
け
る
と
一
面
の
お

花
畑
、
立
ち
上
が
っ
て
み
る
と
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
…
そ
ん
な
小
さ
な

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
是
非
、
知
っ
て
く
だ
さ

い
。
見
て
く
だ
さ
い
。
熊
谷
は
県
内
で

最
も
上
流
域
に
位
置
し
、
別
府
沼
公
園

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
親
水
テ
ラ

ス
の
水
際
で
じ
っ
と
眼
を
凝
ら
す
と
一

面
の
お
花
畑
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

ú
埼
玉
県

生
態
系
保
護
協
会
　
熊
谷
支
部
長

新
井
　
千
明

キ
タ
ミ
ソ
ウ

∏地域に暮らし、地球に生きる。
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れ
て
し
ま
う
、
お
客
様
の
信
頼
を
も
獲

得
出
来
な
い
、
と
言
っ
て
参
り
ま
し
た
。

私
は
常
に
、
正
し
く
在
り
た
い
と
念
じ
て

い
ま
す
。
正
し
く
在
る
と
は
、
様
々
な
状

況
、
場
面
の
中
で
価
値
が
変
動
し
、
そ
の

可
変
の
情
況
に
身
を
委
ね
て
し
ま
う
こ
と

で
は
無
く
、
不
変
の
価
値
に
強
く
拘
り
生

き
る
こ
と
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
建
築
を

通
し
て
価
値
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
私
達

建
設
技
術
者
の
、
最
も
必
要
な
精
神
で
あ

る
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
閉
塞
感
、

相
変
わ
ら
ず
の
構
造
的
不
況
の
真
っ
直
中

に
在
る
建
設
業
界
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
地

域
建
設
業
者
と
し
て
、
こ
の
意
識
の
拘
泥

が
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

去
る
十
一
月
二
十
九
日
取
締
役
会
長
時
田
芳
雄
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

生
前
賜
わ
り
ま
し
た
御
厚
情
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
御
交
誼
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

時
代
に
対
応
す
る
べ
く
組
織
を
改
革

し
た
「
建
設
・
創
生
・
管
理
」
の
三
部

制
も
良
く
機
能
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
目

標
を
設
定
し
て
、
積
極
的
な
活
動
と
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
取
得
し
て
二
年
を
終
え
た
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
○
○
一
も
更
新
を
頂
き
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
○
○
一
と
共
に
活
発
な
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
弊
社
取
締
役
会
長
時

田
芳
雄
が
十
一
月
二
十
九
日
、
満
七
十

九
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た
。
八
十
年
の

歴
史
を
共
に
生
き
て
の
逝
去
で
し
た
。

一
〇
〇
年
企
業
を
目
指
し
て
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
な
る
八
十
一
年
目
の
今
年
、

こ
の
伝
統
と
歴
史
を
踏
ま
え
改
め
て「
清

新
の
創
造
」
を
目
指
し
、
全
社
員
一
丸

と
な
っ
て
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
御
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
二
〇
〇
四
年
は
、
埼
玉
県
、
こ
と

の
外
わ
が
熊
谷
市
民
に
と
っ
て
は
待
望
の

第
五
十
九
回
埼
玉
国
体
開
催
の
年
で
す
。

そ
の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
十
月
二
十
三
日

開
会
式
、
二
十
八
日
閉
会
式
の
行
わ
れ
る

陸
上
競
技
場
の
準
備
も
整
い
、
そ
の
晴
の

日
を
待
っ
て
居
ま
す
。

こ
の
競
技
場
建
設
工
事
の
共
同
企
業
体

に
地
元
を
代
表
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
わ
が
社
は
、
着
工
か
ら
完
成
ま
で
共

に
汗
を
流
し
、
苦
労
し
て
施
工
し
て
来
た

か
ら
こ
そ
の
、
感
慨
が
あ
り
ま
す
。
加
え

て
、
国
体
開
催
中
燃
え
続
け
る
炬
火
（
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
を
国
体
で
は
炬
火
と

言
う
そ
う
で
す
）
の
台
座
設
置
の
県
発
注

工
事
を
受
注
出
来
、
今
年
の
初
仕
事
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
炬
火
台
設
置
の
仕
事
は
「
日
本
一

簡
素
で
心
の
籠
も
っ
た
大
会
」
を
理
念
と

す
る
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
に
ふ
さ
わ
し

く
、
昭
和
四
十
二
年
、
上
尾
で
開
催
さ
れ

た
第
二
十
二
回
国
体
に
使
用
さ
れ
た
炬
火

台
を
、
修
理
修
復
し
て
、
移
設
再
利
用
す

る
と
の
こ
と
で
す
。
経
費
を
掛
け
な
い
、

と
い
う
本
来
の
事
情
を
超
え
て
、
不
遜
な

大
量
生
産
大
量
消
費
を
善
と
し
た
時
代
か

ら
、
良
い
物
を
大
切
に
使
う
今
日
の
時
代

感
覚
を
象
徴
す
る
素
敵
な
判
断
と
大
い
に

評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
が
社
も
、

こ
の
理
念
を
尊
重
し
心
を
込
め
て
施
工
し

な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

炬
火
台
に
関
係
し
て
思
え
ば
、
こ
の
と

こ
ろ
社
会
生
活
全
般
に
変
化
が
起
き
つ
つ

あ
る
様
に
感
じ
ま
す
。
私
達
の
分
野
で
言

え
ば
、
経
済
優
先
主
義
を
反
映
し
て
「
新

建
築
」
は
在
っ
て
も
「
建
築
文
化
」
が
失

せ
た
今
を
嘆
い
て
い
た
の
で
す
が
、「
環
境
」

「
真
の
豊
さ
、
本
物
」
と
言
う
キ
ー
ワ
ー
ド

で
規
定
す
る
価
値
の
再
発
見
が
新
た
な
潮

流
と
し
て
顕
在
化
し
て
来
て
い
る
様
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
・
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に
象

徴
さ
れ
る
価
値
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
利
用
と
ロ
ン
グ
バ
リ
ュ
ー
、
本
物
を

大
切
に
永
く
使
う
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
等
々
に
明
ら
か
な
主
張
の
違
い
を
感

じ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
よ
る
人
口

減
少
は
、
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
余
剰
を
益
々

増
大
さ
せ
、「
減
築
」
と
い
う
新
た
な
建
築

思
想
と
技
術
を
要
と
す
る
時
代
が
間
も
な

く
到
来
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
只
造
る

よ
り
造
ら
な
い
事
を
提
案
す
る
建
設
会
社

が
必
要
な
時
代
が
遠
か
ら
ず
来
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

今
に
生
き
、
未
来
に
生
き
る
わ
が
社
の

使
命
と
し
て
、
時
代
に
敏
感
に
、
時
代
に

正
し
く
感
応
す
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
常

に
念
じ
て
い
ま
す
。
新
春
に
、
埼
玉
国
体

の
成
功
を
祈
念
し
な
が
ら
、
今
年
へ
の
思

い
を
語
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
年
も「
も

も
」
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
春
を
こ
と
ほ
ぎ
皆
様
に
は
、
つ
つ

が
な
く
新
年
を
御
迎
え
の
こ
と
と
御
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

創
業
八
十
年
を
迎
え
た
昨
年
、
私
は
、

社
員
に
三
つ
の
事
を
言
い
続
け
ま
し
た
。

一
、
適
切
、
最
適
な
仕
事
を
常
に
提
供

し
て
い
る
か
と
自
問
し
続
け
る
「
技
術

者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
」

二
、
私
達
が
施
工
す
る
建
築
は
街
を
創

る
と
い
う「
地
域
創
造
者
と
し
て
の
自
覚
」

三
、
建
築
は
、
今
の
用
の
連
続
し
て
未

来
に
命
を
持
ち
続
け
る
「
未
来
創
造
者

と
し
て
の
責
任
」

こ
の
「
プ
ラ
イ
ド
」
と
「
自
覚
」
と
「
責

任
」
の
無
い
仕
事
は
、
時
代
に
消
費
さ

「
減
築
」
と
い
う

新
た
な
建
築
思
想

時
代
に
敏
感
に
　

時
代
に
正
し
く

再
利
用
す
る
炬
火
台
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住まいと楽しくつき合おう！F

社内インターフェース

何とかしたい！冬の結露

本格的な冬の到来です。この季節、同じような悩みを
抱えている方も多いのではないでしょうか、今回は結露
についてのお話しです。

Ｑ　冬になると、決まって窓ガラスが結露します。何か
ふせぐ方法はありませんか？

Ａ 結露とは、温かい湿った空気が急に冷やされたとき
に、空気中の水蒸気が水滴になる現象のことを言います。
冷えたビールびんに水滴がついたり、お風呂の天井から
しずくが落ちてきたり、湯気でメガネがくもったりする
のも結露現象のひとつ。結露の正体は、空気中の水蒸気

建設業界は、建設投資の低迷、業者数の投資のバ
ランスの崩壊等、市場の大きな構造変化の中、受注
の減少、利益率の低下により、厳しい経営環境に直
面しております。当社はこの環境を真摯に受け止め、
３年前に創造力と勝力を有し、更なる発展を遂げる
100年企業を目標として大胆な組織改革を実行致しま
した。
ご承知の通り当社は３部制で運営しております。
以前紙面で紹介致しました【建設部…新築工事の施
行管理をすべて行なう部署】。【創生部…増改修工事
の調査設計・積算・施行管理すべてを行なう部署】。
そして今回紹介致します【管理部】です。
【管理部】は積算・技術・情報・総務管理課の４課
で構成され、９名が所属しております。業務内容は
【建設部】・【創生部】業務以外すべてです。昔の
言葉を引用しますと「縁の下の力持ち」、あるいは「な
んでも屋」的な業務とされ、すこし暗い雰囲気が漂
よっていました。しかし、組織改革を行ない技術系
社員を増員することにより「縁側の上の力持ち」、ま
た「数値で表現出来る」業務管理が可能になり、少
しづつ改革の結果が出始めました。
改革から３年を経て、現在は（A「建設部」と「創
生部」B「アナログ」と「デジタル」）の２種類のイ
ンタフェース業務を数値化しつつ、改革から確立へ
一歩一歩、進めて行こうと思っております。

社内の充実と共に、「お客様」と「当社」とのイン
ターフェース業務をより充実させたいとの思いで、
ホームページを開設し何回かのリニューアルを経て、
現在までに約4,300名の方にアクセスして頂きました。
また１年ほど前からホームページ上に皆様と当社の
交流広場として【ときたたうん】を新たに開設しま
した。認知されるまでには時間がかかると思います
が皆様のご協力で大きく育つことを願っております。
また、ソフト面として社員の手作りによる情報誌「も
も」も、４年間で１号～25号まで発行することが出
来ました。これからも地域との交流情報誌としてさ
らなる充実を計りたいと考えております。ハード面
としては当社の１階を地域との情報交換の場として、
３階は地域との交流の場【ときたたうん】として存
在しております。是非ご利用して下さい。皆様にお
会いする機会の少ない管理部の面々をご紹介致しま
すので。

最後に「お客様に、より満足して頂けるサービス
とは何か？」をキーワードとし、管理部全員で追求
し続けるつもりです。電話の対応・接客・日々の挨
拶等、お客様が不快に感じたことがあれば、是非お
知らせ下さい。そのことを糧として、創造力と勝力
のある地域工務店に育って行きたいと思います。

（小林）

なのです。
では、結露はどのようなときに起こるのでしょうか。

窓の結露を例に考えてみましょう。
石油ストーブや調理中のやかんや鍋、観葉植物などか

ら水蒸気が発生する→冷たい外気が窓ガラスを冷やす→
水蒸気を含んだ室内の空気が窓に触れる→窓ガラスに結
露が起こる
このように、室内の温度が高くて、窓の温度が低いと結
露が起こります。結露を抑えるにはどうしたら良いので
しょうか。
対策１　断熱性能を高くする。
結露は、湿った温かい空気が急激に冷やされた時に起

こるわけですから、室内温度より冷たくなる所を少なく
すれば抑えることができます。窓ガラスに複層ガラス（２
枚のガラスの間に空気層を設けたもの）を使用すると、
通常の単板ガラスよりも高い断熱性能があるので結露防
止に効果があります。もっと手軽なものとして、窓ガラ
スに貼る断熱シートやスプレー式の断熱材を使用する方
法もあります。サッシの下の部分に貼って、結露による
水滴を吸い取るテープや、押入用の結露防止シートなど
もホームセンターや量販店で手に入れることができます。

対策２　水蒸気そのものの発生を減らす。
冬は乾燥しやすいと言われますが、結露が起こる
ということは、それだけ室内の湿度が高いというこ
とです。洗濯物は室内に干さない、加湿器の使用は
控え目にする、エアコンや電気ストーブを使うなど、
暮らし方を工夫することも必要です。
対策３　十分な換気をする。
いくら工夫をしても、水蒸気をゼロにすることは
できません。調理の時や入浴後は、必ず換気扇を回
しましょう。また、空気の流れの悪いところは水蒸
気もたまりやすいので、ときどき窓を開けて乾燥し
た空気を取り入れ、通気を良くするようにして下さい。
それでも結露が起こったら…
こまめに拭き取るようにしましょう。結露を放っ
ておくと、壁にシミをつくったり、カビやダニの原
因となったりします。
大切なわが家ですから、ちょっとした工夫と手間
をかけて、この冬を温かく、快適に過ごしていただ
きたいと思います。

（アルボックス時田　小島）

地域に暮らし、地球に生きる。 π

地域に暮らし、地球に生きる。
原域に暮らす生活者の感性を、何よりも大切にしています。

一つひとつの建物が、豊かな街をつくる。
だからこそ建築には、一切の妥協が許されません。

建築という仕事の質を決定するもの。
それはあくまで人の質、人と人との関係の質だと考えます。

街
建
人

人 と 住 ま い … 暮 ら し の ヒ ン ト

住まいの疑問はこちらまで e-mail：arbox@tokita.co.jp
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ェシ フ の お い し い ひ と り ご と

冷飯…茶碗２杯分
玉葱…みじん切り 40Á
きのこ…みじん切り 50Á
（しいたけ・エリンギなどお好み）
チキンブイヨン…200Ù
生クリーム…150～200Ù
オリーヴオイル…大さじ２杯

粉チーズ
…お好みにおおじて
バター…少々
塩・こしょう

のレシピより

冷飯はざるにあけて水洗いし、米のぬめりを取っておく。
鍋に玉葱を入れバターで透き通るまで弱火で炒める。き
のこを加えて炒め、軽く塩こしょうで下味を付ける。
チキンブイヨンを注ぎ入れ、ざるにあけた冷飯を入れ弱
火で炊く。
水分が無くなって来たら生クリームを注ぎ入れる。軽く
煮詰めて味を整え、オリーヴオイルを加え火を止める。
粉チーズを混ぜ合わせて仕上げる。粉チーズを多く加え
ると、よりいっそうコクが増します。バターの代わりに
オリーヴオイルで炒めても良いのですが、必ず最後にも
再び加えて下さい。香り高くなります。
又、生クリームを加えずにブイヨンとオリーヴオイルだ
けで仕上げても軽いリゾットができます。根菜などの冬
野菜と合わせても良いでしょう。ブイヨンの代わりにカ
ツオだしを使い、オリーヴオイルで仕上げるのもとても
ヘルシーでフュージョンなリゾットができます。
今年は七草粥の代わりに洋風でいかがですか？

社内と地域のインターフェース


